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あけましておめでとうございます

弁護士国会議員
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TEL 893-2955 FAX 988-3844

ミ ヤ ザ キ 政 久 後 援 会

常に笑顔の沖縄へ！

もちです。

旧
年
は
、
九
月
の
内
閣
改
造
に
伴
い
厚
生
労
働
副
大
臣
に

就
任
す
る
な
ど
充
実
し
た
一
年
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
平
素
か
ら
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
で
す
。

改
め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
六
年
辰
年
は
、
国
際
情
勢
が
不
安
定
の
な
か
、

引
き
続
き
物
価
高
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
建
設
業
や
運
送
業
で
の
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行

（
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
）
に
伴
う
諸
課
題
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

私
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
賃
上
げ
」
で
す
。
沖
縄
は
、

長
年
続
い
た
「
最
低
賃
金
全
国
最
下
位
」
の
状
況
を
昨
年
脱

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
足
下
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

復
活
な
ど
に
よ
り
観
光
業
を
中
心
に
人
手
不
足
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
経
済
情
勢
、
雇
用
環
境
が
更
な
る
賃
上

げ
に
繋
が
る
よ
う
、
更
に
県
経
済
の
好
循
環
に
も
繋
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
沖
縄
県
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
加
え
て
、
衆
議
院
の
任
期
も
折
り
返
し
を
過
ぎ
、

い
つ
解
散
総
選
挙
と
な
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

引
き
続
き
、
沖
縄
か
ら
貢
献
す
る
存
在
と
し
て
、
汗
を
か
い

て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
令
和
六
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
一
月
吉
日

厚
生
労
働
副
大
臣

 
   

衆
議
院
議
員

宮

﨑

政

久



日 本 の た め 、 沖 縄 の た め ！

遺骨収集も厚労省の所管
金城克也平和記念財団理事長
と沖縄戦没者墓苑で献花

沖縄職業能力開発大学校を視察
毎年、ここから一流の技術者、観光人材
が生まれています。

憲法改正の勉強会で講演
国会の議論の最新状況を説明しま
した。

国立感染症研究所を視察
コロナなどの感染症やバイオテロから
国民を守るための研究所です。

総理官邸での会議に出席するのも副大臣
の仕事です。岸田総理大臣、林官房長官
と並んで座ります。

産業労使秋祭りに参加！
各国の労働担当公使も参加してお神輿担ぎ

参議院決算行政監視委員会
ペーパーを読み上げるのではなく
自分の言葉で答弁するように心
掛けてます。

秋の叙勲伝達式
厚生労働行政に顕著なご功績の
あった皆様に心を込めて叙勲伝達

沖縄県空手道選手権大会
大会会長として選手関係者に挨拶

池田副知事ら沖縄県国保関係者が
来室。沖縄県の国民保険事業への
国の財政支援を要請

中米バルバドスから高齢者問題担当
大臣らが来日。バルバドスも高齢化
が進み、我が国の高齢者対策を視察

忙しくても月曜朝はお手振りから

JAおきなわ青壮年部の皆様が来室
缶入り非常食の黒糖、美味しい！

モータースポーツミーティングinオキナワ
元Ｆ１レーサー山本左近議員が来沖！

千鳥ヶ淵戦没者墓苑秋季例大祭
先人への感謝の思いを込めて献花
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